
皆さまの団体には、市の行事等に多大なるご貢献をいただいており、その活動の重

要性についても十分認識しております。一方で、施設はさまざまな個人・団体の皆さ

まが利用されるものであることから、活動場所の確保については、現在の抽選方式に

よる公平性を保つことが適切であると考えております。今後のボランティア活動のあ

り方等について、市の関係部署や社会福祉協議会と引き続き協議を重ねていただけれ

ばと存じます。 

 

市長との対話集会開催記録 

団体名 
北名古屋市ボランティア連絡

協議会 
実施日 令和 8年 2月 24日（火） 

実施場所 もえの丘 参加人数 １７名 

 

【主な内容】 

・ボランティア団体の活動場所について 

・もえの丘の今後について 

・ボランティア団体のＰＲ 

 

 

 

 

 

【対話内容（抜粋）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのボランティア活動は大変意義深いものであり、より多くの方々に知ってい

ただき、関心を持ってもらいたいと考えています。また、新たな会員さまにもご参加

いただき、今後も活動を継続、発展させたいと願っています。 

社会福祉協議会本所がもえの丘に移転して以降、西地区での活動場所の確保に苦慮

しています。安定的に活動を行えるよう、年間を通じて施設を予約できる仕組みや、

部屋代の減免についてご配慮をお願いいたします。 
参加者 

市長 

もえの丘では、エアコンの故障や施設の老朽化も進んでいますが、今後、 

施設はどうなるのでしょうか。 
参加者 

市長 

もえの丘は２０００年に建設され、デザイン性の高い外観を備えた施設です。今

後、施設の大規模改修を行い、建物を残すというのは難しいと考えております。今

後の方向性については、公共施設の再配置計画を踏まえながら移転や複合化の検

討を進めていきます。もえの丘の機能については、引き続き維持していく必要があ

ると考えております。 


